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鼈
雉

覺

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
龍
谷
院
の
ご
開
山
さ
ま

秀
峰
宗
岱
大
和
尚
の
五
百
回
大
遠

忌
の
行
事
に
は
お
檀
家
の
皆
様
に
は

寄
付
の
浄
財
を
頂
き
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。

お
蔭
さ
ま
で
無
事
開
山
忌
と
本

堂
の
修
復
、
須
爾
壇
の
新
調
を
成

し
遂
げ
る

」ゝと
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
度
の
法
要
に
は
大
雄
山
最

乗
寺
山
主
石
附
周
行
老
大
宗
師
を

迎
え
、
お
話
に

「仏
道
修
行
は
車

龍
谷
院
住
職
　
薗
部
　
義
光

の
轍
で
あ
る
」
意
味
は

「轍
は
タ

イ
ヤ
の
跡
の
こ
と
、
車
の
タ
イ
ヤ
は

車
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
。

仏
道
修
行
も
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け

れ
ど
道
は
同
じ
道
で
あ
る
。
」

誠
に
あ
り
が
た
ビ
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
仏
祖
の
道
は
タ
イ
ヤ
の
轍

を
歩
く
事
と
同
じ
で
、
そ
の
足
跡

を
た
ど
れ
ば
間
違
い
な
い
と
言
う
こ

と
で
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

龍谷院開山秀峰宗岱大和尚500回大遠忌記念

http://www9.ocn.ne.jp/～ ryukoku



平成28年 1月 1日 龍 谷 院 た よ り 第33号 (2)

本堂に入る老師大本山総持寺副貫首 石附周行老師

法語を読む老師お世話人さま方

新
年

の
ご

総
代

新
年
明
け
ま
し
て
お
目
出
度
う
ご

ざ
い
ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
輝

か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
菩
提
寺
の
護
持
に
つ
き

課挨
盛拶

ま
し
て
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
龍
谷
院
を
開
山
し
た

春
峰
宗
岱
大
和
尚
様
の
五
〇
〇
回

忌
法
会
を
行
う
事
で
、
二
月
早
々
に

実
行
委
員
会
を
つ
く
り
役
員
会
を
重

ね
、
本
堂
床
の
修
繕
と
須
輛
檀
の
新

調
工
事
を
行
っ
て
い
る
間
、
境
内
の

環
境
美
化
に
猛
暑
の
中
、
世
話
人

・

梅
花
講
の
皆
様
に
奉
仕
活
動
を
頂

き
、
六
月
二
十
七
日

・
二
十
八
日
に

第
三
回
ア
ジ
サ
イ
行
灯
祭
が
大
勢
の

参
拝
者
を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
八
月
に
入
り
本
堂
内
工
事
が

終
了
し
、
十
月
二
十
四
日
大
雄
山
最

乗
寺
山
主
石
附
周
行
ご
老
師
を
神

奈
川
県
よ
り
迎
え
、
又
関
係
ご
寺
院

さ
ま
の
ご
臨
席
を
賜
り
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
檀
信
徒
の

皆
様
と
共
に
、
龍
谷
院
の
歴
史
あ
る

記
念
行
事
に
感
謝
し
、
今
後
と
も

当
山
の
護
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
格
別
な
る
ご
厚
情
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。
終
り
に
檀
信
徒
ご
一同
様
の
ご

健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

参拝者の皆さま方

http://www9.ocn.nettjp/～ ryukoku



(3)第33号 龍 谷 院 た よ り 平成28年 1月 1日

昨
年
、
開
山
忌
に
際
し
ま
し
て
、
本
堂
床
張
替
工
事
並
び
に
須
爾
壇
の
新

調
の
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
誠
に
沢
山
の
浄
財
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

龍谷院本堂修理義財金会計報告書
単位 円

平成27年 12月 4日現在

収入 11,707,089円―支出10,223,166円 =1,483,923円 (残金)
残金は開山忌法要費用に充当いたします。以上ご報告いたします。

会計 吉田 政治 ①
会計 高堀 政昭 〇

一一一．一一．．一・

恒
例
の
節
分
会
の
ご
祈
祷
会
の

開
催

一
一一一一一一一一・一一・．一一

第
九
回
龍
谷
院
檀
徒
交
流
ゴ
ル

フ
大
会
水
戸
レ
イ
ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

優
勝
者
は
栗
地
区
　
広
木
一男
様

２
位
　
君
嶋
　
昭
弘
様

３
位
　
河
崎
　
　
功
様

大
会
の
寄
付
者
名

（感
謝
申
し

上
げ
ま
す
）

賞
品
多
数
　
橋
本
　
　
茂
様

加
藤
木
勝
三
様

小
幡
　
利
克
様

広
木
　
和
久
様

収入の部 項 目 金  額 備  考
寄付金 JA水戸かつら支店 4,765,000円
″  ゆうちよ銀行 6,942,000円

利息 89円

合計 11,707,089円

支出の部 項 目 金   額 備  考
神山建設 (床の張替工事) 3,260,000円 (床の修理)

須蒲壇の新調

郵貯銀行

3件

阿部正助商店 (須粥壇) 6,920,000円
ゆうちよ銀行 (口座振込み手数料) 40,580円

送金手数料(3件 ) 2,586円

合計 10,223,166円

開山忌法要支出
収入の部 項 目 金   額 備  考

年回忌供養 1,226,000 供養塔婆料

寄付金

本会計より

当日御仏前 220,000
寄付金より充当 1,4831923

常中会計より引当 990,540
合計 31920,463

支出の部 項 目 金   額 備  考
謝金 (寺院) 2,330,000

世話人、寺院

寺院

寺院

飲食代 566,103
レンタル (音響) 88,000
レンタル (テーブル) 151,200
写真 72,360

記念品 (寺院) 712,800
合計 31920,463

差し引き残金 0円

http://1www9日 OCn■ nettjp/～ ryukoku



第33号 (4)龍 谷 院 た よ り平成28年 1月 1日

河
崎
　
　
功
様

仲
田
　
静
雄
様

茂
垣
　
盛
夫
様

関
　
　
信
彦
様

オ
ケ
キ
仏
具
店
様

松
岩
寺
様

鳳
林
院
様

桂
聖
明
園
様

ヒ
フ
ツ
カ
設
備
様

花
の
寺
め
ぐ
り
会
様

龍
谷
院

一一一一一一．．一一一一

第
三
回
龍
谷
院
ア
ジ
サ
イ
行
灯
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「花

の
寺
め
ぐ
り
会
創
設
十
周
年
」
の
記

念
行
事
と
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

「琴
と
尺
八
」
の
演
奏
会
を
は
じ

め
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
シ
ョ
ー
を
初
め
て

催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
花
火
も
上
げ
盛
大
に
で
き

ま
し
た
。

世

毎
年
恒
例
の
草
刈
が
今
年
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
皆
様
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。

一一一一・一一一一一・・

新
盆
供
養
の
施
餓
鬼
会
を
修
行

し
ま
し
た
。

大

一一一一一一・一一一一一・一一一

儡

袂

疵

又

は

龍
谷
院
た
よ
り
も
三
十
三
号
と
な
り
ま

し
た
。
定
期
的
に
発
行
を
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
思

つゝ
よ
う
に
事
が
運
ば
な
い
。

年
末
に
な
る
と
気
ぜ
わ
し
く
な
る
の
は

不
思
議
で
あ
る
。
年
始
の
準
備
に
大
わ
ら

わ
に
な
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
？

ご
開
山
秀
峰
宗
岱
大
和
尚
の
五
百
回
大

遠
忌
を
無
事
に
終
わ
つ
た
こ
と
が
何
よ
り
で

す
。最
近
、
仕
事

（行
事
）
を
ろ

ら
終
わ

ら
せ
て
い
く
の
が
面
白
く
楽
し
く
思
え
る
。

仕
事
中
は
部
屋
が
乱
雑
に
な
っ
て
い
る
が
、

終
わ
る
と
綺
一麗
に
な
る
。
少
し
づ
つ
、
で
も

確
実
を
モ
ィ
ト
ー
に
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（住
職
）

麗
艶
理
露
蜃

綺餃影颯
平眩鰤隆辱 耗鶉 巾舅《戌》

午前 10時 より

特別新盆供養  1万円
午前 11時

一般施餓鬼  5千 円

http://www9.ocn.ne.jp/～ ryukoku


